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8.花輪盆地

(1) 地形・ 地質

花輪盆地は東西 3-7km，南北 10km以上の長さを有する峡長な盆地である。 この主主地は火

山岩類を主とし，第三紀層より構成される山地および丘陵地によってとり固まれている問。盆地
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図2-2-37 花輪盆地 A-A'地質断面図(大森(1)をもとに作図〉
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図2-2-38 花輪盆地の地形商区分図 (中馬， 19681¥1Sによる〉

下では，ff!i平新世の樫内層が 150-

200m以上の深さに，中新ii!:の遠

部周などがそれよりさらに数十~

100m以上の深さにあって盆状の

構造を呈している (図2-2-37)。盆

地中央よ りやや西の地下には基盤

の高まりが認められ，盆地は東が

大きく，西が小さい 2つの小盆地

に細分される。樫内層はこれら盆

地の中心部で厚 く，周縁部で薄く

なる。また，米代川左岸沿いには

頭を出するが，同右岸沿いで急激

に 150mも高度を減じて存在する

ことから，東落ちの断層によって

切られている可能性があ る。軽石

流，凝灰岩，砂礁などからなる盆

地埋積層は，樫内層の上位に 200

111.以下の厚さで堆積している。

これらのことから，花輪盆地は

樫内層堆積前から存在し，同局准
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積後の凹みを増す造格運動を経て形成されたことが推測される。

盆地内には，第四紀後期に形成された 6つの段丘，すなわち形成年代の古い ものから，先鳥越

段丘，鳥越段丘，関上段丘，草木段丘，菩提野段丘，毛馬内段丘と 1つの低地面が発達する(図

2-2-38)。先鳥越段丘は十和田火山に由来するil霊石流堆積物によって構成 される (2)。鳥越段丘は

約 12，000年前に同火山から流下した膨縮の著 しい鳥越浮(程〉石流凝灰岩によって構成され(3)(4) 

関上段丘はこれを浸食 して重なる厚さ 数 m のノレーズな砂「劇習よりなっている。草木および菩提

野段丘は磯層からなり 2 前者は火山灰を挟有する。毛馬内段丘 は約 1000年前の十和問火山の噴

火に よって生じた怪石流凝灰岩 (5)とそれに重なる砂磯層で構成される。 これら各土佐積物は小河川

によって刻まれている。低地は砂，磯，1泥などからなっている。

(2) 地 下 水

花輪盆地内の帯水層として，菩提野段丘を構成する磯層と盆地埋積層とがある。前者は 3 盆地

の東部に扇状地を形成 して発達 し，扇央部から扇端部に不圧地下水を貯えてい る。扇端部には湧

水が認められると ころ もあるが，その量は少ない。その他の段丘構成層は厚さ，広がり ，岩相上

より帯水層を形成する条件に乏 しい。

i架さ 50m までの盆地埋積層は，鹿角市街地下では主に砂喋から構成され(2) 上部に不圧地下

水を，下部に被圧士山下水を包含している。近年， ピノレ用水などとしてわす、かに地下水利用が始め

られてはいるがp 地下水に関する資料は之 しい。

花輪盆地は，典型的な盆状構造の中に砂磯麿や溶結凝灰岩などが発達しており 3 合計 300mを

越すこれらの地層が3 優良な帯水層を構成するこ とが期待される。

(中馬教允〕
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9.横 手 盆 地

(1) 地形 ・地質

横手盆地は，秋田県の南東部に位置する南北約 60km，東西の最大幅約 15km の長方形の盆

地である。盆地の西側を雄物川の中流部が北流している。盆地は奥羽山脈と出羽丘陵に固ま れ，

東の奥羽山脈から流れる各河川はそれぞれ扇状地を形成している。

金地周辺の丘陵，山地を構成する地質は新第三紀中新世の堆積岩類を主体としてい る (表 2-

2-15)。地質構造は南北性の摺曲軸が顕著で，盆地もこの構造に起因して形成された複向斜帯に

位置するものと考えられる。盆地の地下は雄物川および、これに合流する河川がもたらした扇状地

性堆積物によって埋積されている。これらの推移i物は主として磯屑であるが，砂，粘土，泥炭な


